
















































































































































































































































































































































































































































































































内 容 備 考










































































































































人数 制限 して順番 に行 った0 さる)の絵









1分 Goodbye,goodbye,goodbyetoyou. Goodbyeの歌 (CD)
Goodbye,goodbye.Oh!seeyouagain!の歌
授業を終えて:
・動物の名前を聞いて,その動物の絵を採りに行くゲー
ムとした。 園児の反応はとても早く,一度に絵の所に
集まってしまうため,人数を3-4人として順次行っ
た。
・園児は,動物の鳴き声と動物の名前の英語での言い方
が理解できた。
・初めて絵本を使用した英語活動を行ったが,園児達は
日本の絵本の読み聞かせと同様の反応であり,特別に
英語の絵本を意識している様子もなかった。
・絵本の内容が,数と動作を示すものであったため,
T.P.R.(TotalPhysicalResponse)を使用した活動を行っ
た。
3.3「英語遊び」の効果
「英語遊び」は,園児が歌や遊びを通して英語を学ぶ
ことを中心にした活動とした。 歌やチャンツは,指導者
が園児に文構造や語嚢を強化するために使用できる。 歌
はリズムとメロディーがあるので,子ども達にとって記
憶に残りやすく,インプットやアウトプットが容易にで
き^-)、
活動で使用した歌は,リズミカルでフレーズに繰り返
しが多いので覚え易く,園児が自然に動作と発話を習得
することができるものであった。 指導者は歌のフレーズ
毎に,言葉と動作を何度も繰り返し,園児は指導者の言
葉を聞きながら,指導者の動作を真似して歌っていた。
また,歌の活動は,園児が楽しく踊って,英語のリズム
に慣れることができるだけでなく,T. P.R.(Total
PhysicalResponse)-「聞いて反応する」活動を行うた
めのものである。 園児は,リスニング活動で聞いたセン
テンスを,歌に乗せて動作によって理解することができ
る。また,指導者は児童が歌に合わせて表現する活動を
観察して,歌詞の英語を理解しているかどうかを判断す
ることができる。
このような理由から,「英語遊び」では,歌を使用し
た活動を多く採り入れたが,園児が歌から英語の発話へ
と繋げることができたので,効果的であったと思われる。
さらに,「英語遊び」に,園児らが楽しく参加していた
ことや,授業者らに積極的に英語で話しかけてきたこと
から,この活動の本来の目標は達成できたと思われる。
また,指導者と「英語遊び」を実施した後,園児は担
任と英語の歌や簡単な英語でのやりとりを日常の保育の
プロジェクトとしての附属幼稚園での英語活動の実践
中で実施した。そのため,「英語遊び」は,特別な活動
ではなく,「日常保育の一環」として捉えることができ,
園児達は学習を意識しないで母語と同様に言葉を習得し,
定着させることができた。 (高橋美由紀)
4.幼児期における英語の意味
現在の英語教育の動向として,小学校での英語が次期
の学習指導要領で必修になる可能性が高いことがいわれ,
にわかに注目を浴びてきた。 当然,小学校以前の幼児教
育における英語にも関心が寄せられている。 昨今のいわ
ゆる幼児のおけいこごとのランキングでは,スイミング
を超えて英語塾が大流行でもある。 平成12年度あたりか
らは,幼稚園・小学校等の異校種の連携研究にも研究テー
マとして挙げられている。 当時は,私立大学付属学校連
携事業として,幼稚園から大学までの一貫した英語教育
について「国際人を育てる」という名目で,連携教育と
して掲げる学校もあった。 また,この傾向は平成15年度
頃からは,小中連携を中心とする研究として,公立学校
でも開発研究指定校として「幼・小・中」学校における
英語教育の可能性を探る試みがされている。 それは,前
述したように小学校英語の必修化検討の方向も含めて,
非常に熟を帯びて実施されている。 現在,小学校の9割
近くで総合学習の時間に英語に関する内容を実施してい
ると言われている。
幼児期に英語にふれる目的は,いきなり,小学校では
じめての英語にふれるよりは,「英語は楽しいものだ」
という認識を5歳児くらいの幼児期後半でもつことであ
り,よく「英語に慣れ親しむ」といったことが述べられ
る。また,言語教育の効果は幼いうちの方があるとか,
幼児期から親しむことで,バイリンガルのようになる,
といった幻想を抱く場合もあるらしい。 少なくとも,バ
イリンガルになるには,日常の中で2つの言語をしっか
りと使う必要性のあるところでしか育たないことは明ら
かである。元々,言葉の習得は,幼児の生活実践と結び
ついてこそなされるのだからである。
従って,本附属幼稚園で英語の保育内容を開始したの
は,そのようなバイリンガルのような夢のような話を真
に受けたわけではない。 すなわち,幼児にとっての英語
は,小学校の準備として英語に慣れ親しむという目的だ
けではなく,さらなる意味をもっていると考える。 それ
は,第一に保育内容としての意義,そして,第二にリズ
ムとしての英語の特性,第三に人権教育,第四に保護者
への警告,としての意義である。
まず,保育内容として「英語」を考えると,特に幼児
後期にとっては日本語とは別の言語であり,さらに,
「英語」という名称をどこかで聞いたことのある未知の
ものとしての内容である。 複数の幼児から,実際に聞い
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た言葉であるが,「大人になったら使える,大学で習う
もの」という,大人になるということと自分の未来への
夢と重なる「憧れ」ような響きをもつものらしい。幼児
期は,自らの心身をフルに活用して,体験してさまざま
なことを覚え,身体で獲得する時期である。従って,総
合的な活動である「遊び」をとおしてこそ,学びを深め
ることが可能である。「英語」もひとっの保育内容であ
り,日本語の絵本を読むことも,英語を使って遊ぶこと
も,またボ-ル遊びすることも,それぞれの特性はもち
ろんあるが,結局それらを道具として使うことで学びを
深めるのである。
第二に,リズムとしての英語であるが,これは,英語
のもつ特性の一つであると言える。それは,よく,英語
の歌にあわせて身体を動かしたり,動作をしたり,振り
付けで踊ったりするのだが,いずれも英語のアップテン
ポなリズムに幼児自身の身体がよく合わせられるのであ
る。いわゆる「ノリがいい」状態で英語の歌にあわせて
身体を動かすのである。これは,英語自体がもっている
言葉のリズムによるものであろう。わが国のわらべうた
の時の幼児の身体の動き,声,リズムは日本語に合って
いるが,アップテンポのフォークダンス系の曲には英語
による歌の方が身体の動き,声,リズムは一致してくる。
第三に人権にかかわる問題であるが,世界中には日本
語,英語のほかに数多くの言語が存在する。たまたま,
英語は汎用性が非常に高い言語であるが,それぞれの地
域にはその土地にふさわしい必要な言葉がある。そのこ
との第一歩として自分たちの住んでいる地域の日本語が
あり,他の国の人の言語のひとっである英語が存在する
ということである。それをまず,知識ではなく,「他の
言葉がある」ということを実感することが英語にふれる
大きな目的のひとっとして考えなくてはならないことで
ある。
第四に保護者への警告という意義がある。これは,早
いうちから英語の塾通いを抑制することである。保護者
の意向としては,語学は楽器と同じく,早いうちにふれ
させることでより大きな効果があると期待して,塾へと
幼児を駆り立てている。確かにそのようなこともあるだ
ろうが,それは文字を伴う不自然な語学教室であったり,
アルファベットを読めることだけで優越感にひたるよう
な,偏った英語教育である場合も実際には存在する。そ
のような中で,大学の研究として,年齢にふさわしい
「英語を楽しむ」「英語って面白そう」といった気持ちを
もたせる試みは,かえって幼児期に必要なことと言えよ
う。「幼児に英語なんて必要ない」という前に,英語に
ふれさせるというのであれば,どのような方法がその後
の第二言語に対する意欲へつなげていくことができるの
か,というテーマでの吟味がさらに必要になってくるの
である。今の英才教育に追い込むのではなく,もっとも
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幼児期の可能性をもたせた方法を模索する意義は,保護
者への啓蒙としてもあるだろう。
以上,幼児にとっての英語の意義について,述べてき
たが,次にこれからの課題について述べよう。 まず,今
後小学校につなげる英語教育を考える上では,英語教育
における幼小連携が欠かせないであろう。 そのためには,
英語のCDや教材に関して,幼児にふさわしい開発と指
導方法を確立する必要があろう。 そこでは,日本語には
ない,英語のもつリズミカルな躍動性にふれる方法が開
発されるべきであろう。 それらが幼稚園の教諭が指導で
きるような体制も研究課題として挙げられよう。
実際に保育の一貫として1回20分程度の「英語で遊ぼ
う!」の活動であったが,幼児は目を輝かせて全身で楽
しさをあらわしている。 何が彼らの興味をそそるのであ
ろうか。生き生きと発音する幼児の姿から「英言吾より日
本語の確立の時に,必要なのか」とか「幼児はすぐに忘
れるから意味があるのか」「やらせではないか」といっ
た批判を超える保育内容への可能性を感じる。 もっと,
幼児たちと楽しく意味ある内容を開発していきたいと考
える。(名須川知子)
5.幼児教育専門家による英語活動の振り返り
5.1園児にとっての英語活動について
2学期より始まった「英語で遊ぼう」は園児にとって
楽しみな活動の一つであった。 何より,「英語の先生」
に出会えることが楽しくて「今日は英語があるの?」と
聞き,「あるよ」と答えると「やった!」と心待ちにし
ている。初めて来られた時「あの先生は何人?」と聞く
ほど英語しか話されない先生のことが不思議な存在であっ
たようだ。
しかし,英言吾の教室に通っているEa児も数名いること
から,先生に教えてもらった「英語の歌や遊び」は「そ
れ知ってる」とすぐに親しみを覚えていた。 日頃おとな
しい女児が教えてもらった「セブンステップ」を「知っ
てる」と,にこっと笑顔で教師に話しかけていた。 また,
教えてもらった「-ローソング」を毎日のように歌って
いると教師との掛け合いもできるようになり,掛け合い
を楽しむ姿が見られた。 そして,自分の英語の名札をも
らい,それを付けて遊ぶうちに,自分の文字が分かるよ
うになった園児もいる。 名札をみんなに見せると「あ,
それ僕の」「それは○○ちゃんのや」「僕と一緒の字があ
るなあ」と文字にも関心をもっている様子が見られるよ
うになった。そして,先生が帰られるときには「シーユー」
「グッバ～イ」と自分から声をかける姿もみられ,英語
の時間を楽しみにしている様子が伺えた。
このように月一回の「英語で遊ぼう」を楽しみにし,
英語に触れることで,家庭より英語の絵本を持ってきて
見せ合ったり,知っている英語を伝え合ったりする園児
も出てきた。また,少しでも英語を知ったことから自信
もっき,自分から友達に積極的にかかわろうとする姿や,
様々な遊びに取り組もうとするなど,普段の遊びにも変
化が観られるようになった。
このような園児の変化は家庭でも観られ,「英語のあっ
た日は喜んで話をしてくれる」「今まで歌をあまり歌う
ことが無かったが幼稚園で教えてもらった英語の歌をよ
く歌って聴かせてくれる」「一人でもよく英語の歌を口
ずさんでいる」などと家庭でも園児の成長を喜ぶ声も聞
こえてきた。
また,引っ越しをする友達をみんなで見送った時,自
然と幼児の口から「シーユー」と出た時は,側にいた保
護者も驚き「幼稚園での英語で遊ぼうの成果が出てきた
のかな?」と喜びの声も上がった。
数回の「英語で遊ぼう」であったが園児にとっては楽
しい活動のひとつであり,「英語が大好き」「もっと英語
を知りたい」と思える活動になったことは今後の「英語
教育」につながっていくと恩う。 (谷石宏子)
5.2附属幼稚園における英語活動を振り返って
附属幼稚園における英語活動では,子どもたちが興味
を持って参加する姿が多く見受けられた。 特に,歌を
歌ったり身体を動かしたりする場面では一人ひとりがしっ
かりと声を出していたり,思う存分に動きを楽しんでい
るようであった。 またゲームの場面では,用意されたプ
ロップに興味を持ち,ゲームの内容を理解しながら参加
していた。
しかし,子どもたちが言語としての英語を理解してい
たかどうかは検討の余地がある。 積極的に参加していた
子どもたちの中には,課外で英語教室などに通っている
者もおり,そのような機会のない子どもたちに比べて,
参加のあり方が異なっていたように思われる。 既に得ら
れた知識を使っているケースばかりとは限らないが,心
理的にもスキル的にも,今までに英語のレッスンを受け
たかどうかは,子どもたちにとって自信のありようが違
プロジェクトとしての附属幼稚園での英語活動の実践
うのであろう。
それでも,担任の努力によって,歌などの定まったパ
ターンの活動にはほぼ全ての子どもたちが参加できてい
たように思われる。 これは月一回の英語活動の時ばかり
でなく,日々の生活の中で子どもたちが英語の歌に触れ
ていたことによるものである。 日常場面におけるこうし
た働きかけによって,英語の歌やカウンティング,あい
さつなどが子どもたちの生活の一部となっていたことが,
数少ない英語活動の日を楽しみにする姿勢を形作ってい
たと言える。
全体として,幼稚園段階で英語活動を導入したことは
子どもたちの育ちに寄与していると考えられるが,いま
一つ考慮すべき点として,多文化理解の側面を加えるこ
とであろう。技能としての英語だけではなく,英語を使
うということについて,それを使う人々の存在や,英語
を使うことによって文化や背景の異なる人々とのコミュ
ニケーションが可能になるということを指導の中に組み
込んでいくことが望まれる。 そのためには,英語活動を
一つの区切られたものと捉えるのではなく,園生活全体
の中で一貫した教育方針のもとで行われるべきものと考
える。今後は,活動後の振り返りだけではなく,年間を
通して英語活動で何をねらいとして考えるか,また事
前の打ち合わせによって個々の活動レベルで何をねらい
として設定するかを話し合う必要があろう。
いずれにせよ,今回の英語活動は,授業者の創意工夫
と担任の日々の努力によって子どもたちにとって有意義
なものとなったと考えられる。 将来的には,小学校との
連携を視野に入れつつ,幼稚園での英語活動の意義と方
法について,さらなる検討をしていくことが望まれる。
(鈴木正敏)
6.おわリに
研究員全員の協力と努力により,平成17年度に附属幼
稚園において一回20分,全五回の英語活動と12月の特別
活動30分を実施することが出来た。 また,事後研究会を
全五回実施することができた。 活動実践中の観察,事後
研究会での振り返り等によって以下のことが明らかとなっ
m(1)英語の歌を中心とする英語活動は保育内容として
うまく機能した。(2)園外で個別に英語を学習している
子どももそうでない子どもも同様に英語活動に参加する
ことができた(3)クラスの中のよりよく分かる子の助
けにより園児に新しい学びが起こった(4)予期してい
なかったが,園児の英語の文字への関心の芽生えと学び
があった。
英語は世界の言語の中の一つである。 世界中には日本
語と異なる言語を母語とし,異なる文化の中で生活して
rci
いる人々が存在する。英語を使用することによって,英
言吾を母語とする人々やそうでない人々とコミュニケーショ
ンが可能となる。今後は,そういった視点を明白にした
上で園児に対する英語活動に取り組むべきであろう。園
児が「自分が使っているのとは異なる言語を話す人々が
いるんだ」ということを実感することが,園児が英語と
触れあうことの大きな目的の一つに挙げられなければな
らないということである。そして,年間を通じての英語
活動のねらいというものが明示できるのかどうかを考慮
して研究を進めていかなければならないだろう。幼小連
携という視点での英語活動への取り組みもまた忘れては
ならない。園児に対する英語活動についての研究結果か
ら小学校での英語活動に視野を広げることが今後の私た
ちの研究の可能性の一つとなるだろう0(寺尾裕子)
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